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【はじめに】 

stage IVa と stage IVb（M0）の切除不能膵ガンに対する温熱化学放射線療法（以

下、HCR 療法）について、温熱療法の施行回数による治療効果について検討した

ので報告する。 

【症例】 

2001 年 4 月～2014 年 3 月までに、PS が０または１で、stage IVa：4 例、stage 

IVb（M0）の 5 例の切除不能膵癌に対して、HCR 療法を行った。内訳は、男性 5

例、女性 4 例で、stage IVa：4 例、stage IVb（M0）：5 例である。なお、膵癌

術前照射、膵癌術後再発および粘液産生腫瘍、悪性リンパ腫は除外した。 

【結果】 

症例全体の生存期間は 11～45 ヶ月（中間生存期間 27 ヶ月）で、Grade3 以上の

有害事象は、6 例で生じた。 

温熱療法の施行回数が 10 回未満（5～7 回、平均 5.7 回）と少なかった理由は患

者さんが治療継続を拒否したものであり、stage IVa２例、stage IVb（M0）１

例であり、生存期間は 19、27、45 ヶ月（２年/３年生存率 67％/33％）であった。 

 温熱療法の施行回数が 10 回以上（10～80 回、中間 40 回）であった 6 例は、

stage IVa２例、stage IVb（M0）4 例であり、生存期間は 11～42 ヶ月（中間 27

ヶ月、２年/３年生存率 50％/33％）であった。 

【考察および結果】 

化学放射線療法に adjuvant chemotherapy を行った報告では 38 ヶ月以上の生存

は得られていないが、当院では９例中３例が 38 ヶ月以上生存していた。HCR 療

法後に化学療法のみで温熱化学療法を追加していない症例でも45ヶ月の生存が

得られており、HCR 療法を積極的に行うべきと考えられた。 


